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景
気
対
策
・
経
済
支
援
　
区
と
し
て
中
小
企

業
の
仕
事
づ
く
り
に
全
力
を
　
く
ら
し
・
経

済
に
大
打
撃
と
な
る
消
費
税
増
税
に
反
対
を

宮
崎
　
克
俊
　
議
員

（
共
産
）

代 表 質 問

6
行
政
目
的
の
達
成
に
着
目
し
た

評
価
の
あ
り
方
も
検
討
し
て
は
。

e
自
治
体
と
税
制
等
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

区
長

q
区
民
の
代
表
と
し
て

区
役
所
を
動
か
す
区
長
と
い
う
基

本
姿
勢
を
貫
く
。
w
3
拡
充
１
割
、

継
続
８
割
、
見
直
し
と
廃
止
、
完

了
で
１
割
だ
。
e
23
年
度
予
算
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。
4
5
6
23
年

度
は
区
民
参
加
に
よ
る
評
価
を
行

う
予
定
だ
が
、
報
告
の
時
期
な
ど

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
e
受
益

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
限

ら
れ
た
財
源
を
活
用
し
、
財
政
の

健
全
性
を
保
つ
こ
と
が
基
本
だ
。

子
育
て
、
教
育
施
策
の
充
実

に
つ
い
て

q
過
密
な
状
況
の
認
可
保
育
園

も
あ
る
が
、
い
つ
ご
ろ
ま
で
続
く

の
か
。
w
認
可
・
認
証
保
育
園
の

増
設
を
図
る
べ
き
で
は
。
e
小
中

学
校
に
お
け
る
不
登
校
や
暴
力
行

為
の
現
状
は
。
r
欠
席
し
が
ち
な

児
童
に
対
す
る
体
制
等
は
。
t
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
り
、
き
め
細
や
か
な
対
応

が
必
要
で
は
。
y
内
装
の
木
質
化

な
ど
の
施
設
設
備
を
。
u
3
都
が

策
定
し
た
特
別
支
援
教
育
の
第
３

次
実
施
計
画
で
は
す
べ
て
の
小
中

学
校
に
特
別
支
援
教
室
の
新
設
等

を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
都
教
委

か
ら
の
説
明
等
は
。
e
モ
デ
ル
事

業
に
手
を
挙
げ
る
考
え
は
。
i
区

独
自
の
制
度
と
特
別
支
援
教
室
と

の
か
か
わ
り
は
。
特
別
支
援
教
育

体
制
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

子
ど
も
未
来
事
業
部
長

q
確

定
的
に
言
え
な
い
が
、
適
正
な
保

育
の
実
施
に
努
め
る
。
w
引
き
続

き
待
機
児
童
の
解
消
や
現
状
を
緩

和
し
、
保
育
環
境
の
向
上
を
図
る
。

教
育
長

e
不
登
校
は
中
学
校

q
区
民
と
区
長
と
区
行
政
と
の

あ
る
べ
き
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

区
長
の
考
え
は
。
w
事
務
事
業
評

価
に
つ
い
て
3
見
直
し
や
廃
止
が

必
要
と
さ
れ
た
項
目
は
ど
の
程
度

か
。
e
結
果
を
予
算
編
成
や
今
後

の
事
業
組
み
立
て
に
反
映
さ
せ
た

の
か
。
4
23
年
度
以
降
の
実
施
に

つ
い
て
の
考
え
は
。
5
２
次
評
価

終
了
時
点
で
の
中
間
報
告
を
。

で
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
で
、
暴

力
行
為
発
生
件
数
等
は
低
い
状
況

だ
。
r
教
育
相
談
報
告
書
を
提
供

し
、
そ
の
活
用
の
一
般
化
を
図
っ

て
い
る
。
t
今
後
と
も
よ
り
相
談

し
や
す
い
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

y
床
材
等
に
天
然
木
材
を
使
用
す

る
な
ど
だ
。
u
3
通
級
指
導
学
級

の
教
員
に
よ
る
巡
回
指
導
等
に
触

れ
た
だ
け
だ
。
e
参
画
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
i
小
中
一
貫
教
育

要
領
特
別
支
援
教
育
編
に
よ
り
、

指
導
内
容
を
明
示
し
取
り
組
む
。

高
齢
者
・
障
害
者
施
策
に
つ
い
て

q
品
川
第
二
地
区
の
高
齢
者
見

守
り
モ
デ
ル
事
業
を
ど
う
評
価
し
、

反
映
さ
せ
る
の
か
。
w
地
域
全
体

で
の
見
守
り
を
す
る
た
め
に
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
既
存
の
資
源

を
活
用
し
て
は
。
e
平
成
24
年
度

開
始
予
定
の
重
度
心
身
障
害
者
の

通
所
施
設
の
受
け
入
れ
人
数
等
は
。

r
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
の
設
置
場
所

は
交
通
の
便
の
よ
い
場
所
を
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
認
知

度
が
低
い
こ
と
等
が
課
題
で
、
周

知
を
図
り
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
る
。
w
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
困
難
だ
。
高
齢
者
ク
ラ

ブ
へ
協
力
を
依
頼
し
て
い
く
。

e
複
数
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う

登
録
制
と
す
る
な
ど
工
夫
を
し
、

障
害
者
団
体
や
関
係
機
関
と
調
整

し
な
が
ら
準
備
を
進
め
る
。
r
事

業
所
が
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

q
集
合
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
促
進
の
認
識
と
方
策
は
。

地
域
振
興
事
業
部
長

q
町
会

塾
を
開
催
し
、
互
い
に
情
報
交
換

す
る
場
を
設
け
て
い
く
な
ど
だ
。

都
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て

q
都
区
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
幹
事
会
で
の
配
分
見
直
し
の
検

討
に
つ
い
て
3
概
要
は
。
e
終
了

後
の
動
き
な
ど
は
。
w
別
枠
と
し

て
お
い
た
区
域
や
財
源
移
譲
の
検

討
の
見
通
し
は
。
e
現
在
の
都
と

区
の
事
務
や
税
の
配
分
な
ど
を
積

極
的
に
平
易
に
区
民
に
伝
え
て
は
。

区
長

q
3
区
に
移
管
す
る
方

向
で
検
討
す
る
事
務
が
53
項
目
な

ど
だ
。
e
23
年
度
か
ら
具
体
化
に

向
け
た
検
討
に
入
る
。
w
区
域
の

問
題
は
東
京
の
自
治
の
あ
り
方
研

究
会
の
検
討
結
果
を
待
っ
て
整
理

す
る
な
ど
だ
。
e
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
と
ら
え
周
知
に
努
め
る
。

登
録
を
し
て
い
た
だ
く
。
y
提
案

す
る
考
え
は
な
い
。
u
緊
急
経
済

対
策
で
補
助
基
準
額
を
倍
増
し
て

い
る
。
i
課
題
等
の
把
握
を
行
う
。

o
国
政
で
論
議
さ
れ
る
べ
き
だ
。

入
所
待
機
者
５９５
人
、
特
養
ホ
ー
ム

は
小
規
模
で
も
必
要
数
の
増
設
を

老
々
介
護
、
家
族
介
護
の
改
善
を

q
特
養
ホ
ー
ム
は
建
設
す
る
の

か
。
w
老
健
施
設
等
の
計
画
は
。

e
荏
原
第
四
中
学
校
跡
の
計
画
は
。

r
介
護
保
険
料
は
値
下
げ
を
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
条
件

が
整
え
ば
検
討
す
る
。
w
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
13
地
区
に
計

画
す
る
等
だ
。
e
引
き
続
き
検
討

す
る
。
r
基
金
を
活
用
す
る
。

保
育
園
増
設
は
区
立
を
基
本
に

公
的
責
任
放
棄
の
「
新
シ
ス
テ
ム
」

に
反
対
を

q
今
年
４
月
の
保
育
園
申
し
込

み
数
等
は
。
w
子
ど
も
・
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
見
解
等
は
。

子
ど
も
未
来
事
業
部
長

q
一

次
審
査
の
対
象
は
１
千
686
人
等
だ
。

w
国
の
検
討
を
注
視
す
る
。

区
立
南
大
井
保
育
園
を
日
影
に
す

る
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
は
見
直
し
を

求
め
よ

q
保
育
環
境
を
守
り
９
階
建
て

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
計
画
変
更
を
。

子
ど
も
未
来
事
業
部
長

q
必

要
な
措
置
を
要
望
し
て
い
く
。

高
齢
者
夫
婦
、
障
害
者
な
ど
社
会

的
弱
者
を
狙
い
撃
ち
す
る
国
保
料

値
上
げ
は
中
止
を

q
国
保
料
算
定
方
式
改
定
で
値

上
げ
が
影
響
す
る
の
は
。
w
値
上

げ
は
や
め
る
よ
う
求
め
る
。
e
国

庫
負
担
を
１
９
８
４
年
の
水
準
に

し
、
広
域
化
方
針
撤
回
を
。
r
区

も
一
般
財
源
の
投
入
で
対
策
を
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
被
扶

養
者
の
多
い
世
帯
な
ど
だ
。
w
全

体
で
負
担
の
総
額
は
変
わ
ら
な
い
。

e
国
保
基
盤
の
強
化
策
と
し
て
有

効
だ
。
r
か
ね
て
よ
り
公
費
を
投

入
し
て
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

事
業
破
た
ん
の
大
規
模
開
発
・
高

級
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
は
大
本
か
ら

見
直
し
、
区
営
住
宅
こ
そ
増
設
を

q
再
開
発
マ
ン
シ
ョ
ン
の
販
売

状
況
等
は
。
w
補
助
金
の
財
源
は
。

e
収
支
が
均
衡
す
る
ま
で
補
助
金

を
増
や
す
の
か
。
r
開
発
事
業
の

見
通
し
等
は
。
t
マ
ン
シ
ョ
ン
が

売
れ
な
く
て
も
再
開
発
を
推
進
す

る
の
か
。
y
区
営
住
宅
の
建
設
を
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
販
売
率
は
向
上
し
て
い
る
。

w
国
の
負
担
は
45
％
か
50
％
で
、

残
り
は
区
の
負
担
だ
。
e
収
支
と

の
関
係
は
な
い
。
r
大
井
町
西
地

区
は
24
年
度
秋
の
竣
工
で
、
補
助

額
は
約
27
億
円
な
ど
だ
。
t
再
開

発
事
業
は
地
元
の
地
権
者
等
が
主

体
と
な
り
進
め
ら
れ
る
も
の
だ
。

y
新
た
な
建
設
は
行
わ
な
い
。

問
題
噴
出
の
「
教
育
改
革
」
は
父

母
・
住
民
参
加
で
検
証
を
　
少
人

数
学
級
は
区
も
上
乗
せ
実
施
を

q
大
企
業
に
雇
用
拡
大
等
の
申

し
入
れ
を
。
w
町
工
場
の
家
賃
等

の
補
助
を
。
e
事
業
者
と
消
費
者

と
の
懇
談
会
な
ど
を
。
r
建
設
業

の
仕
事
づ
く
り
と
し
て
3
簡
易
な

耐
震
改
修
へ
の
支
援
等
を
。
e
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
増
額
等
を
。

t
小
規
模
事
業
者
登
録
制
度
の
導

入
を
。
y
公
契
約
条
例
の
制
定
を
。

u
商
店
街
装
飾
灯
電
気
代
補
助
の

全
額
助
成
等
を
。
i
生
鮮
三
品
を

扱
う
商
店
に
支
援
策
等
を
。
o
国

に
消
費
税
増
税
中
止
の
意
見
を
。

区
長

q
申
し
入
れ
る
考
え
は

な
い
。
w
補
助
を
行
う
考
え
は
な

い
。
e
日
ご
ろ
か
ら
行
っ
て
い
る

な
ど
だ
。
r
3
助
成
拡
大
は
考
え

て
い
な
い
。
e
助
成
事
業
を
新
た

に
実
施
す
る
。
t
ま
ず
入
札
参
加

阿部祐美子　議員（民主）

平成２３年度の施政方針
について

こみゅにてぃぷらざ八潮オープニングイベント

しながわ水族館　ラブラブフェスティバル

q
教
育
改
革
の
批
判
の
声
に
耳

を
傾
け
る
べ
き
で
は
。
w
書
籍

「
検
証
教
育
改
革
」
は
問
題
点
を

列
挙
し
て
い
る
が
。
e
伊
藤
学
園

の
運
動
場
は
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

r
少
人
数
学
級
実
施
を
。
t
学
校

給
食
費
な
ど
父
母
負
担
の
軽
減
等

を
求
め
る
。
y
統
廃
合
の
答
申
を

具
体
化
し
な
い
よ
う
求
め
る
。

教
育
次
長

q
保
護
者
等
は
肯

定
的
な
評
価
だ
。
w
一
部
分
だ
け

引
用
し
た
指
摘
だ
。
e
限
ら
れ
た

条
件
の
中
で
整
備
を
し
て
い
る
。

r
少
人
数
は
質
が
高
く
な
る
と
い

う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
t
私

費
負
担
の
抑
制
を
学
校
に
指
導
し

て
い
る
。
y
適
正
な
学
校
規
模
等

に
関
し
て
整
理
し
た
も
の
だ
。


